























































































































































































????? i下流 上 流i 中流i　　　脚 下 流
1960年 0．4 i7a2il・・ ・・i 4α8i 45．1
1965年 0．6 i8α5i　＆4 7；9　1　　： 50．0　：　　　： 37．6
1970年 0．6 i895????? ＆4i 5α8i 31．5
1975年 0．6 i899i　54 τ8i 594i28．7









































































































































































































































































































































































































































































































上　　流 中　　流 下　　流 全
?
暮らし牌 十分ゆとり 2．9 2．0 L3 1．8
多少ゆとり 77．1 57．1 18．9 43．9
やや苦しい 18．6 37．3 55．9 42．6
とても苦しい 1．4 3．6 23．8 11．7
計 100．0 100．0 100．0 100．0
今後生活＊＊ 不安なし 17．1 7．5 L3 6．2
多少不安 61．4 56．5 36．8 49．0
とても不安 15．7 28．9 50．9 36．3
無　関　心 5．7 7．1 ll．0 8．5
計 100．0 100．0 100．0 100．0
生活満足＊＊ 満　　　足 9．9 6．0 L3 4．6
やや満足 73．2 57．8 27．9 47．4
やや不満 15．5 3L5 51．3 37．6
不　　　満 1．4 4．8 19．5 10．4

















上 流 中　　流 下 流 全 体
公　　平料 公　　　平 4．2 2．0 0．4 1．6
やや公平 38．0 25．8 19．5 24．8
やや不公平 40．8 53．6 50．4 50．6
不　公　平 16．9 18．7 29．6 23．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
親の地位や そう思う 14．1 25．5 35．7 28．2
財産がもの やや思う 53．5 43．4 47．6 46．4
をいう社会 やや思わない 18．3 23．9 10．6 17．7
＊＊
思わない 14．1 7．2 6．2 7．7
計 100．0 100．0 100．0 100．0
努力が報わ そう思う 16．9 7．2 53 7．7
れる社会＊＊ やや思う 50．7 44．4 27．8 38．3
やや思わない 26．8 36．4 48．9 40．3
思わない 5．6 12．0 18．1 13．7














































流 下 流 全 体
政治関心＊ 強い関心あり 18．3 13．9 13．7 14．4
ある程度あり 71．8 61．0 54．2 59．6
あまりなし 9．9 21．5 25．1 21．5
まったくなし 0．0 3．6 7．0 4．6
計 100．0 100．0 100．0 100．0
イデオロ 保　　　守 12．9 5．6 1．3 4．8
ギー料 やや保守 18．6 15．1 12．9 14．6
中　　　間 38．6 34．9 29．8 33．3
やや革新 15．7 17．9 23．1 19．7
革　　　新 4．3 3．6 3．1 3．5
D　　　　K 10．0 23．0 29．8 24．1
計 100．0 100．0 P 100．0 100．0
政党支持＊ 自　　　民 38．0 25．4 16．0 23．2
民　　　主 9．9 6．7 6．7 7．1
公　　　明 4．2 4．4 6．2 5．1
自　　　由 4．2 2．8 L8 2．6
共　　　産 0．0 2．4 4．0 2．7
社　　　民 0．0 1．6 4．4 2．6
保　　　守 0．0 0．8 0．0 0．4
そ　の　他 0．0 1．2 0．9 0．9
支持政党なし 43．7 54．8 6α0 55．5




























































































































鴻Mー 自民 民主 公明 自由 共産 社民 保守
その他 支持
ﾈし 計 N
保守派 86．4 4．5 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．09．1 100．022
上 中間派 18．5 7．4 7．4 11．1 0．0 0．0 0．0 0．055．6 100．027
革新派 2L414．3 0．0 0．0 α0 0．0 0．0 0．0 64．3 100．0 14
流 D　K 0．0 28．6 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．071．4 100．0 7
保守派 57．7 19 5．8 3．8 0．0 0．019 1．9 26．9 100．052?
中間派 21．6 5．7 5．7 3．4 1．1 1．1 Ll 0．0 60．2 100．088
革新派 14818．5 1．9 1．9 5．6 5．6 0．0 3．748．1 100．054
流 D　K 12．1 1．7 3．4 1．7 3．4 0．0 0．0 0．0 77．6 100．058
保守派 59．4 0．0 3．1 3．1 0．0 3．1 0．0 3．1 28．1 100．032
下 中間派 13．4 9．0 13．4 3．0 1．5 1．5 0．0 0．0 58．2 100．067
革新派 5．2 15．5 3．4 0．0 12．1 13．8 0．0 0．0 50．0 100．058
































朝　　日＊ 42．3 37．8 27．8
畳士　　　　　士i冗　　　　冗 49．3 44．2 40．5
毎　　日 5．6 4．8 8．4
産　　経 4．2 5．6 4．4
日　　経＊＊ 31．0 19．1 11．0
東　　京 2．8 4．4 4．8
夕刊紙 4．2 3．2 3．5
スポーツ紙艸 11．3 15．5 26．0




























平均（分） 45 43 37
標準偏差 28．5 3L5 303
テ　レ　ビ
平均（分） 162 186 186
標準偏差 107．8 1149 118．4
ニユース
平均（分） 62 64 62






















上 流　　中 流　　下 流
国内政治＊＊ 強い関心あり 35．2 22．4 18．0
ある程度あり 59．2 62．2 58．3
あまりなし 5．6 13．8 20．6
まったくなし 0．0 L6 3．1
計 100．0 100．0 100．0
経済政策＊＊ 強い関心あり 31．0 19．0 16．4
ある程度あり 52．1 56．5 49．6
あまりなし 15．5 21．7 27．0
まったくなし 1．4 2．8 7ユ
計 100．0 100．0 100．0
株　　　価＊＊ 強い関心あり 14．1 8．4 4．4
ある程度あり 33．8 28．3 18．2
あまりなし 39．4 38．6 44．0
まったくなし 12．7 24．7 33．3
計 100．0 100．0 100．0
企業・産業 強い関心あり 18．6 13．5 11．6
ある程度あり 54．3 48．0 43．3
あまりなし 24．3 31．7 33．9
まったくなし 2．9 6．7 lL2
計 100．0 100．0 100．0
新　製　品 強い関心あり 27．1 17．1 16．9
新良術・ ある程度あり 62．9 51．8 51．6
あまりなし 8．6 27．1 26．7
まったくなし 1．4 4．0 4．9
計 100．0 100．0 100．0
環境問題 強い関心あり 27．1 23．6 26．5
ある程度あり 64．3 62．6 57．5
あまりなし 7．1 12．2 13．7
まったくなし 1．4 1．6 2．2
計 100．0 100．0 100．0
＊　p　く　．05，　　＊＊　p＜　．01
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むすび
　本稿での考察の視点は，①階層意識の時系列推移，②社会的属性と階層意
識との関係，③階層集団と生活観・社会観，④階層集団と政治意識，⑤階層
集団とメディア行動，であった。以下，各々に関する分析結果のうち，主な
ものを挙げておく。
　（1）「国民生活に関する世論調査」データによれば，1990年代後半以降，
　　自分の生活水準を「上」または「中の上」と回答する上流層と「中の下」
　　あるいは「下」と回答する下流層の比率はともに若干の増大傾向にある
　　が，下流層の比率は「一億総中流論」がいわれていた80年代よりも低
　　い水準にある。同データを根拠とするかぎりにおいて，近年の格差拡大
　　は限定的なものでかしかなく，下流社会論は過剰反応といえる。
　②　社会的属性と階層意識との関係を分析したところ，性・学歴・所得が
　　階層意識を規定している。男性・低学歴・低所得層は下流意識を抱きや
　　すく，女性・高学歴・高収入が中流あるいは上流意識を抱きやすい属性
　　である。また，世帯所得の階層別構成は下流一中流間よりも上流一中流
　　間の差が大きい。
　㈲　上流階層ほど日本社会についてポジティブな見方をしているのに対し
　　て，下流階層はネガティブな見方をしている。三浦の下流社会論や山田
　　昌弘の希望格差社会論では意欲や希望といったメンタル面での格差に着
　　目しているが，調査結果も「意欲格差」や「希望格差」といったメンタ
　　ル面での格差の存在を表している。また，生活意識に関しては，上流一
　　中流間よりも中流一下流間の差が大きい。
　（4）政治的関心に関しては，高い階層ほど関心度が高い。保革イデオロギー
　　に関して，上流層は保守的であり，下流層は革新的である。また，政党
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　　支持に関しては自民党は「上流型」であり，公明・共産・社民は「下流
　　型」そして民主は「やや上流型」である。下流層には無党派層が多く，
　　各政党は下流層の支持を掴んでいない。また，この結果からする限り，
　　自民党と民主党による二大政党制の確立は下流層の政治的疎外を高める
　　おそれがある。
　⑤　新聞閲読時間は階層が高くなるにつれて長くなり，またテレビニュー
　　スに接する際の事項別関心度については，政治や経済関係の話題に関し
　　ては階層が高いほど関心度が高い傾向にある。階層間の情報格差が推察
　　できる。
　尤も，（2）から（5）については2001年における大都市住民（東京都民）調査
の分析から導き出された結論であり，全国調査データなどによる再現性の確
認も必要とされよう。
　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）　「国民生活に関する世論調査」データに関しては内閣府HPより。
（2）　「暮らしと経済に関する意識調査」の概要は以下のとおり。
調　査　時　期
調査対象者
　調　査　方　法
　調査有効数（率）
なお，
2001年5月19日～6月4日
東京都在住の20～69歳の男女800人
（住民基本台帳より二段無作為抽出）
留置調査法
556人（69．5％）
　　　　　同調査は日本学術振興科学研究費（旧文部省科学研究費）の助成を受
　　けて実施したものである。同調査の報告書は（竹下・井田2003）。
（3）　「国民生活に関する世論調査」における階層意識項目について，社会学者の
　　橋本健二は次のように批判する。
　　　　「この調査には，人々を『中』という回答へ誘導する，明らかな仕掛け
　　　がある。設問で自分の生活程度を選択肢からひとつ選ぷことになっている
　　　のだが，実はその選択肢は『上』『中の上』『中の中』『中の下』「下』の五
　　　つなのである。ただでさえ自分を『上』『下』などと答えるのは気が引け
　　　　るのに，『中』が三つにも分けられていたのでは，『上』『下』という回答
　　　が少なくなるのは当然だ。実際，三つの『中』という回答を合計すると九
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　　　　割前後に達するのだが，このことをもって『日本人の九割が自分のことを
　　　　中流と考えている』と言い習わされてきたのである。この設問からは社会
　　　　の客観的な姿を測ることのできるような情報はまったく得られないといっ
　　　　ていい。」（橋本2007：104－5）。確かに，同調査データは中流層の多．さが
　　　　誇張されるデータと捉えることは可能であるが，筆者は意識の時系列の推
　　　　移を比較する上で，同データは貴重かつ有用な情報であると考える。
（4）　各種世論調査によれば，当時の小泉内閣支持率は，7割台から8割前後とい
　　う空前の高支持率を記録していた。なお，歴代内閣支持率の比較については
　　（井田2007a：59－60）を参照。
（5）政治学における合理的選択論については（ダウンズ1980），投票に関する合
　　理的選択論の紹介として（井田2007b）。
（6）　各選挙制度の長所・短所については（井田2002）。
（7）　SSM調査データは，（原・盛山1999：124，136）より。
（8）　一例として，最近では自民党衆議院議員の茂木敏充が衆議院の選挙制度を完
　　全小選挙区制にすべきであると主張している（茂木2007：55）。
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